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自己紹介

千葉祐介
一般社団法人循環経済協会（CEA）
（所属：AGC株式会社 知的財産部）
ISO/TC323/WG5（PCDS）エキスパート
欧州標準化委員会（GHG/CE） 参画中
主な役割
-CEA：招聘研究員、PCDS等の講演会・記事執筆等
-AGC：欧州／中国／日本の資源循環、気候変動、自然資本周辺の
規制・標準化対応

（2019年3月まで、日本規格協会勤務）
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ISO/TC323/WG5概要

WG名 ： Product circularity data sheet（PCDS）

WGの目的 ： 製品の循環経済の側面に関する情報を報告し、交換するための方法論と
フォーマットを提供。サプライチェーン全体でデータを効率的に交換するために
製品循環データシート(＝PCDS)の作成、保守及び検証の原則、手順を設定。
情報の種類、内容及び様式について、サーキュラーな製品の設計や費用対効果
の高い循環型ビジネスモデルの実装を支援する。リニア経済から循環経済に移行
するために、組織が、規模や場所を問わずに使用することを目的とする。

主査国 ： ルクセンブルグ／中国
国際幹事 ： ルクセンブルグ
参加メンバー ： 43カ国・機関より約140名が登録
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これまでの経緯 等

2020年12月 ルクセンブルクよりPCDSに関する新規規格提案が提出され、NP投票の
結果「可決」（賛成42カ国、反対13カ国、棄権14カ国）
日本は「反対」にて投票を実施。IEC62474とのオーバーラップを懸念。
IEC/TC111/JWG16(Material Declaration)とのリエゾン構築を
提案。

2021年4月：WG5の新設決定（日本は「反対」）

2021年7月：第1回WG5会議（オンライン）

～
2023年4月：WG5ルクセンブルク会議（ハイブリッド、対面は初）

2023年7月/8月：第27～31回WG会議（オンライン）

国際規格発行見込み；24年下期頃（最終発行〆；25年3月）

【現在開発中の規格】
ISO 59040 Circular economy – Product Circularity Data Sheet

（現在DIS段階）

ステー
ジ

関連文書 実施内容

0 予備
段階

PWI 
(Preliminary 
Work Item)

新規提案のための準備

1 新規
提案

NP (New work 
item Proposal)

NP文書の作成とTC/SC
内での承認投票

2 作業
原案

WD (Working 
Draft) WG内でWDを作成

3 委員
会原案

CD (Committee 
Draft)

CDの作成とTC/SC内での
承認投票

4 照会
DIS (Draft 
International 
Standard)

DIS の作成と全加盟国へ
の意見照会

5 承認

FDIS (Final 
Draft 
International 
Standard)

FDISの作成と全加盟国に
よる承認投票

6 発行
IS (International 
Standard) ISの正式発行

参考 規格開発ステージ

投票期間：
23年11月15日～24年2月7日



4

PCDSとは‐PCDS Initiative

PCDS Initiativeによる社会制度設計；

• ルクセンブルグ経産省

• PositiveImpaKT社
（ルクセンブルクのサーキュラーエコノミー関連コンサル）

• 約50社の欧州企業のメンバー参画

（鉄鋼／建築材料や、認証機関、ITコンサル等から構成）

ルクセンブルグ大公国

(人口57万人強、2,586㎞2：神奈川県ほどの
面積、一人当たりGDP:105,829＄)
オイルショックを経て、鉄鋼産業から金融／情
報通信技術／物流／宇宙産業へのシフト
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PCDSとは

Luxembourg Circularity Dataset Standardization Initiative
PHASE 1 – FINAL REPORTより抜粋

リニア経済における問題点：バリュー
チェーンを通じて、循環性評価のための情
報が失われてしまう；
• 標準化されたフォーマットが存在しない

• データの妥当性が欠如、トレーサビリ
ティも確保できていない 等

• ある製品がサプライチェーン上の別
の製品になる際に、製造業者(a 
supplier)がPCDSを作成

• 循環性情報を伝えるための共通言語

• サプライチェーンのいずれの段階でも、
製造業者は一つ又は複数のPCDSを
受け取り、それを考慮し自らの製品の
PCDSを作る

PCDSを説明するために、Ministry of the Economy of 
Luxembourgが発行したレポートをベースに紹介します

https://pcds.lu/wp-content/uploads/2020/11/MECO_CEDataSet_PCDS_Public-27072020.pdf
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PCDSとは
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PCDSのポイント

 製品の資源循環性の側面の情報をレポート/交換するための一般

的な方法論とフォーマットを提供することが目的であり、このような
製品データに効率的にアクセスできることは、循環型社会構築の鍵
となる。

 PCDSはBtoBに焦点を当て、中小企業にも配慮した内容とする
 PCDSテンプレート（フォーマット）自体はPublicly Available、

データを含んだPCDSはPublicly Availableかどうかを報告する
 業種に関わらず、基礎素材の供給者から始まる川上→川下の情報

の流れを主軸とする
 テンプレートの構成は；
 循環性にとって必須となるステートメント
 必須又はオプションの補完的ステートメント
 ISO 59004のアクションやISO 59020の指標とリンクした補完

的情報を自由に追加できる。
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ISO DIS 59040構成

箇条番号 タイトル 内容

1～4 適用範囲・引用規格・用語/定
義・シンボル/略語

• PCDS利用による、製品に関連するCircular Economyの互換性を確実にするための情報交換の方法論
• あらゆる組織が製品を獲得・供給する際にPCDSを完成させるための要求事項（機密情報をDiscloseする
ことなく）

• PCDSテンプレートを作るときに扱われるレポートフォーマットの要求事項
• PCDSを管理・共有・作成する際のガイダンス

5 規格の構造
(Structure of this document)

ISO 59040の箇条６以下の構造説明
ISO/TC323の規格群との関連性（特にISO 59004とISO 59020）

6 PCDS管理のガバナンス
(Governance of Managing 
PCDS)

 Acquire/Supplier関係の戦略・計画・アグリーメント等の設定についての手引きを提供
 PCDSリスクマネジメント/トリートメントとして、PCDS記載内容の意図しない変更やデータリスク管

理等の手引きを提供

7(認証) PCDSテンプレート構築・維持
(Establishing and maintaining 
a PCDS template)

情報伝達に活用するテンプレートの作り方を規定；
 「カテゴリー」「モデュール」「トピックス」に分割
 各モデュール毎に、「Required」「Optional」に層別
 ISO 59040では、定まったフォームを規定するが、“サプライヤー”が自由に記載できる「Free 

Form」として柔軟性を確保
 PCDSのユーザーは、トピックス毎に、「Ｔｒｕｅ」「Ｆａｌｓｅ」を記載 等

8(認証) PCDS管理
(Managing a PCDS)

PCDSの取り扱い/ITガバナンス/インシデントプロセス（リスク管理と似ている？）/PCDSの共有方法
/PCDS変更プロセス等を規定
PCDS適合性評価：箇条8のマネジメントプロセス、PCDSステートメントの根拠/証拠

9 PCDS特定利用の手引き
(Guidance on specific use of 
PCDS)

PCDSにおける情報のまとめ方（Roll-up）
データ利用可能性／保護等

附属書 PCDSテンプレートの例
(Example of PCDS template)

PCDS テンプレートの例（箇条７に基づく）
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箇条7-PCDSテンプレートの構成要素

カテゴリー モジュール例

PCDS Template Template Identifier等

Company and Product information Product/Supplier identification, Product site information等

Material inputs Product composition, Hazardous substances/SoCs, Reused 
content, recycled material等

Circular Production Renewable energy, Water reuse/recirculation

Durability and Extended lifetime Maintenance/Repair, Upgradeability, Demounting, 
Disassembly, Reuse, Refurbishment

Circularity at end of product use period Recycling, Dismantling, Composting等

Circularity benefit 資源(水、空気等)の改善に資する製品設計 等

構成要素 説明 必須／選択

Required Statemenｔ 全てのテンプレートに必須のStatement 必須

Persistent Identifiers 秘匿情報や参考情報にアクセスするための識別子 選択

Additional Statement サプライヤー又はPCDS Creatorが選択可能な定まっ
たStatement

選択

Free form information サプライヤー又はPCDS Creatorが自由に設定できる
情報

選択
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PCDSテンプレートの例

附属書Aでは、箇条7に基づくPCDSテンプレートの例が記載

参考附属書であるので、この規格を活用する上でも必須の要件ではないが、

下図のように（Recycled Contentの例）、該当するStatementに対して
「True/False」を記入

この方法は、提案者であるルクセンブルクのPCDS Initiativesが運用しているテ
ンプレートをベースとしている。
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欧州の動き‐DPPとの関連

• 欧州DPPシステム構築を担うCIRPASSプロジェクト（EUからのファンド）

• 2022年10月～2024年3月までのプロジェクト（18か月間）

• 本プロジェクトにPCDS提案者の＋IMPAKT(ルクセンブルグ)が参画

• PCDSの内容や知見を基に、DPP構築に貢献

• DPPは最終製品の循環性・CFP等の情報を消費者に伝達する仕組み？

→全てのValue Chainの利害関係者に透明性／互換性のある製品データを
提供するとある。

• PCDSは最終製品に至るまでの川上～川下までの情報伝達の仕組み？

Digital product passport

ESPR
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欧州の動き‐ DPPについて

先行する繊維業界におけるDPP要求情報及びデータ要件等の検討が進む

情報カテゴリーは、ESPR／PCDSとも整合性確保が意図されている。
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欧州の動き‐DPP標準化

欧州委員会から、“Standardization Request”が提出され、欧州標準化機関に対してEN規格策定の要求
が出された。

ＣＥＮ／ＣＥＮＥＬＥＣでＪｏｉｎｔ Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ （ＪＴＣ）24-Ｄｉｇｉｔａｌ Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｐａｓｓｐｏｒｔ （ＤＰＰ）
が設置（ドイツリード）、データ要件などの標準化が進む
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欧州の動き‐全体図
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欧州の動き‐まとめ

• 欧州サーキュラーエコノミー政策によって、廃棄物削減・リサイクル・リユースを重視した循
環経済への移行が加速中

• 各規制に関する「水平的（Horizontal）」な要件を理解することで、欧州域内に留まらず、グ
ローバルサプライチェーンを巻き込んだ欧州戦略と仕組みが見えてくる

水平要件；

• リサイクル・耐久性等の設計要件と情報伝達要件の拡大（ESPR要件拡大）

• 消費者権限強化（Green Claim, Empower Consumer, Right to repair等）

• サプライチェーン強化による情報の見えるか（Digital Product Passport等）

• サステナビリティ強化による規範のコミットメント（DD, CFP等）

個別要件；

バッテリーパスポート

包装及び包装廃棄物規則（PPWR）

廃車指令（ELV）
建築製品指令（CRP） 等

相互に関連性
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